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I n f o rm a t i o n

「理系女性活躍促進シンポジウム＠東京」にて
リーディング大学院推進センター長が講演しました。　

　経済産業省の「理系女性活躍促進支援事業」の一環としてシン
ポジウムが開催され、リーディングプログラムの吉田裕亮センター
長が、大学関係者の代表として、「理系女性活躍に向けた大学で
の取組状況と課題～お茶の水女子大学における取組み～」をテー
マに特別講演しました。
　お茶の水女子大学の理系教育の歴史などを説明し、理系女性
活躍に向けた本学の中核的な取り組みとして、民間企業で即戦力
として活躍する未来の女性グローバルリーダーを育てる本プログラ

2017年9月21日（木）

ムを参加者の方々に紹介しました。
　本シンポジウムには、民間企業からの参加者が多く、吉田セン
ター長の講演後、休憩時間中も含め活発な質問が相次ぐなど、理
系女性人材の活躍に向けた産業界の熱意が感じられるものでし
た。リーディングの履修生が多様な観点からグローバルリーダー教
育を受けていることについて、産学官の方々に向け広く情報を発
信する上で、大変よい機会となりました。

場所：経済産業省会議室
主催：経済産業省と JR IA
　　　 （一般社団法人研究産業・産業技術振興協会）

海外協定大学の学生が PBTS に参加しました。　

　７月に「サマープログラム」に参加した海外協定校の学生に対
し、３期生が PBTS の発表を行いました。また、８月には４期生
がアジアの理工系大学院の学生たちとともに、一日限りの PBTS
混成チームを結成し、活発なディスカッションを繰り広げました。
履修生は、このような場を通じ、普段自分たちの行っている研究
について英語で説明することや、はじめて研究内容を聞く人たち

2017年7月21日（金）・8月25日（金）

に理解してもらうことの難しさを身をもって体験しています。
　海外の学生たちからは、「PBTS は異分野の学生たちが、試行
錯誤しながらも社会的な課題の視点に沿った研究を行っており大
変興味深い」との感想が寄せられました。また、グループワーク
の後、履修生たちと楽しく談笑する姿も見られました。
　このような海外の学生との交流は、本プログラムがグローバル
に活躍できる人材を育成する上で、有効な機会となっています。今
後もこうした学生たちの自主的な活動を実施する予定です。

場所：お茶の水女子大学　PBTS ルーム
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社会へと羽ばたく準備が 進んでいます
本学のリーディングプログラムは、物理・数学・情報を基盤的な素養として持ち、

社会のニーズ変化に即応してイノベーションを創出し続け、

産学官でグローバルに活躍できる女性博士人材を育成しています。

PBTS Project Based Team Study チーム紹介

　本プログラムの特徴には、右の３つを含めた、多様なメニューをそろ
え、学生の基盤力やグローバルリーダー力を強化しています。
　今回は、その中でプログラムの核とも言える PBTS（Project Based 
Team Study）の活動を紹介します。ＰＢＴＳとは企業で実際に行われて
いるプロジェクト研究をモデル化したチーム研究です。物理、数学、情
報科学、化学、生物、生命科学、食品栄養、人間・環境など、専攻分
野の異なる履修生が、自ら課題を設定し、学生自身がチームで研究マネ
ジメントをしながら、英語での共同研究を行っています。
　２０１７年１０月１日現在、１０チームが活動を行っています。

Special Issue

健康寿命の延長と日本の伝統的な
緑茶を日本のみならず世界にも発
信することを目的として、抗酸化
物質をより多く含む新しいお茶の
開発を目指しています。

埼玉県にある的場園製茶工場の協力を得な
がら、東宝園との共同研究により蒸熱時間
をより長くし、フリーズドライ製法による製
造方法を検討しました。PBTSⅡでは、茶
葉を細かく砕くことにより、ビタミンＣやカ
テキン類をより多く抽出できるのではないか
と考え、現在分析、検討中です。

■ 研究の内容 ■ 最近のトピックス
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多くの高校生が難しいと感じる数学
的帰納法の理解向上を目指して、簡
単なゲームを作成するプログラミン
グの授業を開発しています。

埼玉県立川越女子高等学校で開発し
た授業を実施しました。今後、授業
実施クラスと非実施クラスにおいて
数学的帰納法のテストを行い、授業
効果を評価する予定です。

皮膚繊維芽細胞とコラーゲンの相
互作用のメカニズムを知るために、
コラーゲン上における皮膚繊維芽細
胞の集合パターン形成に影響を与え
る因子を探しています。

コラーゲンの有無による皮膚繊維芽
細胞の形の違いに着目してモデルを
改良し、シミュレーションを実施中
です。

環境負荷の大きい排水中の油脂に
着目し、食品工場における、既存
排水処理方法の酵素を用いた改良
を目指します。

食品工場をはじめとする複数の外部
協力を得て模擬排水中油脂の分解
実験を行い、１０月にはイギリスで
開催された国際学会でこれまでの成
果を発表しました。

社会問題となっている PM2.5 等の
大気汚染への対策として、葉の表面
構造を模したグリーン・フィルター
の開発を目指しています。

博士後期課程に進学し新たなテーマ
で研究を開始しました。東京農工大
学に訪問し、生物模倣技術に関して
情報交換をしました。今後は、流体
力学を専門とする研究室とのコラボ
レーションを計画しています。

■ 研究の内容 ■ 最近のトピックス

食生活に起因する健康問題の解決
と人々の環境問題に対する意識の向
上に向けてレシピ推薦アプリケーシ
ョンを開発します。

味の素からのレシピデータを使用し
アプリケーションの開発を行っていま
す。また、パナソニック - 産業技術
総合研究所　先進型ＡＩ連携研究ラ
ボでのインターンシップにおいて、レ
シピ推薦に向けた画像を介した対話
システムの開発にも携わっています。

■ 研究の内容 ■ 最近のトピックス

理工学部等の純粋な理系分野にお
ける女性研究者が少ないという社会
的課題に対応するため、女子高校生
をターゲットに、「高校生時代の悩
み、進路選択に内容を特化した」ロ
ールモデルの提供という、理系進学
促進手法の開発を目指します。

果実に産卵するハエを防除し、日本
において無農薬の果実を栽培するた
めに、ハエが忌避する物質を探索し
ます。

今後自動運転車が実用化されていく
中で、手動運転車と自動運転車が
混ざった交通状態が予想されます。
そのような交通状態で発生する渋滞
の解消方法について、コンピュータ
シミュレーションを用いて提示する
ことを目指しています。

水資源の有効活用のため、家庭排水
の灌漑への再利用（農地への供給）
を目指しています。その第一段階とし
て、洗濯排水中の界面活性剤を除去
するシステムを開発しています。

民 間 企 業（ＮＴＴド コ モ、コ ー セ
ー、３Ｍジャパン）などの御協力を
得て、社会で働く理系女性へのイン
タビューを行っています。

□ 研究は、週に１回外国人教
員が参加して英語で進める他、
テーマに即した専門家（大学・
民間企業・研究機関）の協力
を得ながら進めています。

□ さらに、年に２回、学内外
の先生方に対する英語でのプレ
ゼンや質疑応答を通じ、研究
内容の深化とプレゼンテーショ
ン能力の強化を図っています。

■ 研究の内容

その他のＰＢＴＳの特徴

社会のニーズに応える学生たちの研究活動を紹介します。

Anti-Aging Team

Education Team

Synchronization Team

Water Treatment Team

グローバル研修
（中長期インターンシップ）

履修生は海外や国内の
民間企業・研究機関等で、

複数回のインターンシップを通じ、
多様な環境での研究活動を経験

英語を中心とした
多様な講義

民間企業の
経営戦略を理解
するための
講義及び視察

自身の専攻以外を含む
多分野の理系科目や、

文化・歴史などの
リベラルアーツ科目

などを開講

民間企業等のゲストの招聘や
訪問しての講義を実施

１期生

結成４年目を迎え
研究成果のとりまとめや
外部への発信活動を
強化しています。

Fly Trap Team

Traffic Jam Team

Water Recycling Team

４期生

１０名の履修生が
２０１７年１０月から
チーム研究を
開始しました！

Health Care Team

Science Education Team

３期生

産業界との
連携を強化して
活動を
進めています！

Green Filtering Team２期生

博士後期課程の
PBTSⅡでは
新たなテーマに
取り組んでいます。
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１期生・２期生（今回未掲載の履修生）

田村 りつ子（ライフサイエンス専攻 生命科学領域）

水戸 晶子（理学専攻 化学・生物化学領域）

橋本 恵（ライフサイエンス専攻 生命科学領域）

山下 公子（理学専攻 物理科学領域）

高橋 美郷（理学専攻 物理科学領域）

ズオン ティ トゥ ハー（ライフサイエンス専攻 生命科学領域）

抽象数学の概念を整理する
論理的思考力を活かしたい
です。留学３回、異分野の
学生とのチーム研究など
好奇心旺盛な博士２年。
民間企業への就職を
希望しています。

【主専攻での研究内容】
Associativeグラスマン多様
体という特別な８次元空間
の中にある、特殊な性質を
備えた４次元空間である全
複素部分多様体の例の構
成を目指しています。

【リーディングでの活動】
生物、物理を専攻するメ
ンバーと共に、皮膚細
胞がゴッホの絵のような
模様を形成する要因、
またコラーゲンの有無と
の関係について研究し
てます。

Kanako Enoyoshi

榎吉 奏子
理学専攻 数学領域
博士後期課程２年

化学・生化学の専門家として、
多くの人に役立つもの、
特に健康的な生活に貢献できる
研究開発に携わることを
目指しています。

【主専攻での研究内容】
食餌由来の脂質を分解する消化酵素
膵リパーゼを研究対象とし、大腸菌を
用いたリパーゼ調製方法の確立およ
びリパーゼがもつ糖結合性の生物学
的意義の解明を目指しています。

【リーディングでの活動】
食品工場から排出される油脂汚染
排水の浄化をテーマとし、異分野の
学生との共同研究に取り組んでいま
す。企業の専門家や他大学の教授
との連携も積極的に行い、実験を中
心とした研究を進めています。

Nanami Kawaguchi

川口 奈奈美
理学専攻 化学・生物化学領域
博士後期課程２年

これまでに、
米国およびスウェーデンで
合計９ヶ月間の研修を行っており、
国際学会での発表も複数回
経験しています。
国内外問わず、
関数型プログラミング、
あるいはプログラミング教育に
かかわる研究職を志望します。

【主専攻での研究内容】
プログラミング言語の理論に関する
研究。プログラムの性質を保証する
ための「依存型」と、実行の制御を行
うための「限定継続命令」を同時に
使える言語の開発を目指しています。

【リーディングでの活動】
数学の理解向上を目的としたプログ
ラミングの授業を設計し、埼玉県立
川越女子高等学校で授業を実施し
ました。今後、授業参加者と非参加
者を対象にテストを行うことで、授業
の効果を評価する予定です。

Yuyu So

叢 悠悠
理学専攻 情報科学領域 
博士後期課程２年

将来は、
自身の経験を活かしながら、
人々の生活に合った形で、
生活環境の改善や向上に
貢献したいと考えています。

【主専攻での研究内容】
環境工学を専門として、持続可能な
水供給に向け、家庭における雨水利
用の可能性をスリランカにて実地調
査しています。

【リーディングでの活動】
生化学を専門とする学生と共に、食
品工場排水処理の効率向上に向け
研究しています。主専攻と異なり、排
水の面から水環境の持続可能性を
考えています。

Kaori Takagi

髙木 かおり
生活工学共同専攻　
博士後期課程２年

民間企業で、医薬品、
食品、化粧品会社・
人間の健康に関する
商品の開発や研究職を
目指していきたいと
思います。

【主専攻での研究内容】
肥満や脂肪肝など生活習慣病対する
食品成分の予防及び改善効果を研
究しています。また、肥満発症と体内
時計の乱れの関連も調べています。

【リーディングでの活動】
PBTSで異分野からの学生と一緒
に、新しい製茶過程を検討して、より
抗酸化成分を抽出できる日本茶を開
発していきたいと思います。

Dongyang Li

李 冬陽
理学専攻 化学・生物化学領域
博士後期課程２年

栄養学を学び、
卒業後には国際協力の仕事に
携わりたいと考えています。

【主専攻での研究内容】
心拍数からエネルギー消費量を算出
する数式を検討しています。

【リーディングでの活動】
開発中のお茶の味や香りを評価す
るために官能検査による分析を進め
ています。今年はアメリカ合衆国でグ
ローバル研修Ⅱを3か月行い、ロサン
ゼルス市近郊でもアメリカ人および
日本人への緑茶の官能検査を実施
しました。

Yuko Caballero

カバリェロ 優子
ライフサイエンス専攻 食品栄養科学領域
博士後期課程１年

数学で向上させた
論理的思考力と
チーム研究の経験を生かした
キャリア形成を目指して、
視野を広げたいと思います。

【主専攻での研究内容】
作用素環論と量子群の表現論がテ
ーマです。

【リーディングでの活動】
大気汚染への対策を提案するチー
ム研究に携わり、今冬には４度目の
海外研修を予定しています。

Megumi Kitagawa

北川 めぐみ
理学専攻 数学領域
博士後期課程１年

海外インターンシップや
学会参加を通じて

「アウェイ」な環境に
飛び込む力が身につきました。
民間企業志望で、
博士課程で培った専門性や
リーダーシップを活かして
様々な国や分野の方と
協力し働きたいです。

【主専攻での研究内容】
血液の凝固阻害活性をもつタンパク
質の作用機構について、細胞等を扱
った実験を通して調べています。止
血に影響しない抗血栓薬の開発に
貢献できることを目指しています。

【リーディングでの活動】
大気汚染というGlobal issueについて、
生化学のアプローチから取り組んで
います。環境大国ドイツの化学メーカ
ーでインターンシップを行い、環境・健
康への安全性を評価しました。

Moeka Nakayama

中山 萌絵香
理学専攻 化学・生物化学領域
博士後期課程１年

新しい時代を拓くドクター達 がいよいよ社会へ！
専門分野にとどまらない幅広い視野をもつ人材をめざしています！
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　働くことは、社会・経営・組織に資すること。また、大略する
と、「アウトプット」＝「生産性」×「労働時間」である。働き方
改革等により労働時間は減少方向で、生産性を高めることが働く
人の価値向上にますます重要になってきた。
　私自身の過去を振り返ると、学生時代は知識を詰め込むこと、
社会人になってからは自分の持つ知識を活用し「吐き出す」こと
や育児・生活と両立することで精いっぱいで、自身の価値を向上
し続けるという意識が不足していたと感じている。
　求められる価値は、働くステージ、立場、環境等により変化し

自身の価値を向上し続けるマインドと実践
▶ 青山 美奈 氏　株式会社ブリヂストン
　 原材料・中材・外注品質保証部長　兼 ダイバーシティ推進ユニット主任部員

応 援 メ ッ セ
ー

ジ

ていく。若いうちは、実験計画の組
み方や深い専門知識など、やがて、
事象を俯瞰的に捉える力、少ない情
報の中で迅速に判断する力、チーム
を牽引する力、抵抗勢力や異文化背
景を持つ人を味方にする力等が重要になってくる。
　プログラム履修生のみなさんには、学生時代には専門知識を深
めるだけでなく、生産性の高い自分を築いておくこと、今だけで
なく将来も有用なアウトプットを出し続ける自分であるために、求
められる価値を先読みし生産性を向上し続けることを意識して欲
しい。そのマインドと実践は、働く場を問わずどの世界でも通用す
るものであり、今後のみなさんの活躍のカギを握るものと思う。

　大学に教員として在籍していた時に感じたのは、今の学生さんは
みんなとても賢いな、ということでした。多くの人が自分のキャリア

や将来設計をある程度考えて、それ
に向かって行動するという印象があり
ました。翻って自分が学生だった時の
ことを思い返すと、学科選択、博士
課程への進学時などの節目でも、キ
ャリアパスなど全く考えず、ただその
時に面白いと思うことをやりたいため
にそれに適した環境を選んでいっただ

時に賢く、時に闇雲に
▶ 但馬 敬介 氏　理化学研究所創発物性科学研究センター　チームリーダー けでした。我ながら外を見ない、狭い世界にいたなと思います。一

方で、後に学生さんを研究指導する際には、賢い選択をするあま
り、「ここはもっと後先考えずに突っ込んで、こだわって行けば良い
ことあるのに」と少しもったいなく思うこともありました。
　お茶の水女子大学のリーディングプログラムでは、基盤力を備え
たグローバルな人材の輩出を目的に、様 な々素晴らしいカリキュラム
が組まれており、賢くキャリアを設計しそれを実現するためにとても
役立つものと思います。一方で、研究に限らず自分がやりたいこと
はとことんこだわって、闇雲に突っ走ることも時には必要ではないか
と思います。そのバランスが取れた優れた人間として、これからの
社会を引っ張っていって欲しいと思います。

　今、時代は大きな転換期にある。コンピュータとネットワーク技
術がリアルな世界と結びつくIoTやVR（仮想現実）・AR（拡張現
実）、計算に革新をもたらした深層学習（多層ニューラルネットワー
ク）など、産業革命・情報革命に続く第 4 次産業革命の真っ只中
にある。人工知能により今ある仕事の約半分は消滅するといわれる
中、「人間とは何か」を問われる時代が到来するだろう。
　このようなかつて無い時代には、文系理系の区別を越えて、広い
視野を持って俯瞰的に思考し、人間の特性への理解をもって、どの

時代をリードする「新しい◯ ◯学  」を創る
女性研究者を期待

▶ 吉武 道子氏　国立研究開発法人　物質・材料研究機構　国際ナノアーキテ
　　　　　　　　　 クトニクス研究拠点　半導体デバイス材料グループ　主席研究員

ような学問が必要かを考えそれを創っ
ていく人材が望まれると思われる。老
朽化が問題視されている首都高が建設
された高度成長期には、道路・建物
などが建築・土木工学的に造られたが、現在では周辺の人の流れ
など社会科学系も含めて街全体をデザインするという考え方が普通
である。皆さんは、主専攻において、課題を発見する方法・課題
解決へのアプローチ方法などの基盤的能力を養い、PBTS を通じて
自分とは異なる様 な々専門性と視点を融合させる機会を与えられてい
る。時代の転換により発生する問題を先読みして、備えるのに必要
な、現在は存在しない分野を創り出してほしい。

＊但馬先生には、2017 年 4 月から新たにプログラム担当者として参加いただいています。

産業界・研究機関のプログラム担当者からの
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「2017 ワークインプログレス」において、６名の履修生が
ポスター発表を行いました。

アクセンチュア株式会社、株式会社アスパーク、株式会社ウェザーニュー
ズ、国立研究開発法人産業技術総合研究所、株式会社資生堂、株式
会社データフォーシーズ、日本アイ・ビー・エム株式会社、日本電気株
式会社中央研究所、ノバルティスファーマ株式会社、PwC コンサルティ
ング合同会社、横浜ゴム株式会社、株式会社リコー

▶ 参加いただいた企業等（五十音順）

　お茶の水女子大学では、博士後期課程の学生を主たる対象とし
て、民間企業等との交流の場を提供する「ワークインプログレス」
を定期的に開催しています。2017 年度は 9 月 27 日（水）に開催さ
れ、民間企業等への就職に関心のあるリーディングプログラムの履
修生６名も参加しました。
　本イベントは、３部構成となっています。具体的には、第１部は
「企業セミナー」として企業担当様による博士人材への期待や採用
事例の紹介、続いて第２部は学生による「ポスター発表会」、最後
に各企業のブースを学生が訪問する形式での「個別交流会」が企画
実施されました。
　学生のポスター発表では、途切れなく企業参加者の方が訪問され
活発な交流がなされるなど、賑わいのあるイベントとなりました。昨
年度もこのようなイベントでの出会いをきっかけに、インターンシップ
や就職に結びついた事例もあり、リーディングの学生にとっても産業
界との主要な交流の場の一つとなっています。

履修生活動報告

金城 佳世 Kayo Kinjyo

理学専攻

物理科学コース

▶ 出身／東京都　

▶ 趣味／散歩

孤立量子多体系の緩和現象について勉強・研究しています。物性基礎論に

分類されるテーマです。

プログラムでやりたい事・将来像

主専攻の研究テーマ

PBTS を通じて学問に対する幅広い視野の獲得と、英語力の向上を図りた

いと思っています。また、リーディングの様々な活動をいかして人に分かりや

すく伝える力を身に付けたいです。

2017年10学期入学生を紹介します。
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PBTS チーム紹介
新しい時代を拓くドクター達がいよいよ社会へ！
履修生活動報告 & New Student
産業界・研究機関の
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～社会へと羽ばたく
準備が進んでいます～

Special Issue

国立大学法人 お茶の水女子大学
博士課程教育リーディングプログラム  

「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける
理工系グローバルリーダーの育成

国立大学法人 お茶の水女子大学 
リーディング大学院推進センター
〒１１２-８６１０ 東京都文京区大塚２-１-１ 人間文化創成科学研究科棟６０１室
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I n f o rm a t i o n

「理系女性活躍促進シンポジウム＠東京」にて
リーディング大学院推進センター長が講演しました。　

　経済産業省の「理系女性活躍促進支援事業」の一環としてシン
ポジウムが開催され、リーディングプログラムの吉田裕亮センター
長が、大学関係者の代表として、「理系女性活躍に向けた大学で
の取組状況と課題～お茶の水女子大学における取組み～」をテー
マに特別講演しました。
　お茶の水女子大学の理系教育の歴史などを説明し、理系女性
活躍に向けた本学の中核的な取り組みとして、民間企業で即戦力
として活躍する未来の女性グローバルリーダーを育てる本プログラ

2017年9月21日（木）

ムを参加者の方々に紹介しました。
　本シンポジウムには、民間企業からの参加者が多く、吉田セン
ター長の講演後、休憩時間中も含め活発な質問が相次ぐなど、理
系女性人材の活躍に向けた産業界の熱意が感じられるものでし
た。リーディングの履修生が多様な観点からグローバルリーダー教
育を受けていることについて、産学官の方々に向け広く情報を発
信する上で、大変よい機会となりました。

場所：経済産業省会議室
主催：経済産業省と JR IA
　　　 （一般社団法人研究産業・産業技術振興協会）

海外協定大学の学生が PBTS に参加しました。　

　７月に「サマープログラム」に参加した海外協定校の学生に対
し、３期生が PBTS の発表を行いました。また、８月には４期生
がアジアの理工系大学院の学生たちとともに、一日限りの PBTS
混成チームを結成し、活発なディスカッションを繰り広げました。
履修生は、このような場を通じ、普段自分たちの行っている研究
について英語で説明することや、はじめて研究内容を聞く人たち

2017年7月21日（金）・8月25日（金）

に理解してもらうことの難しさを身をもって体験しています。
　海外の学生たちからは、「PBTS は異分野の学生たちが、試行
錯誤しながらも社会的な課題の視点に沿った研究を行っており大
変興味深い」との感想が寄せられました。また、グループワーク
の後、履修生たちと楽しく談笑する姿も見られました。
　このような海外の学生との交流は、本プログラムがグローバル
に活躍できる人材を育成する上で、有効な機会となっています。今
後もこうした学生たちの自主的な活動を実施する予定です。

場所：お茶の水女子大学　PBTS ルーム


